Conditional Sentences（仮定法）①
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この表は仮定法の基本的パターンをあらわしている。この表で基本を抑えてから発展パターンを学習しよう。

文法は常に「使い方」と「形」双方を理解することが大切である。仮定法になると、言い表す意味とそれに対応する形がずれるので注意して学習しよう。

仮定法にはif節（仮定する節）とresult節（その仮定に対応する結果節）がある。表ではいちばん左の枠がif節の意味、２番目の枠がif節に使う動詞の形、３番目がresult節、そしていちばん右が例文である。

最初の列は、if節の意味が「現在又は未来において起こりうること」を仮定する場合である。この場合、if節に使う動詞の形は現在形を使う。result節では単純現在か単純未来の動詞を使う。例文(a)、(b)を読んで確認しよう。

(a) 時間に余裕があれば毎週両親に手紙を書くし､なければ書かない。

(b)　明日時間が取れれば手紙を書くし､取れなければ書かない。

真中の列は、if節の意味が「現在又は未来に起こり得ないこと」を仮定する場合である。ここでif節に使う動詞の形に注意してほしい－過去形を使う。つまり意味とズレを起こすのが英語の特徴である。result節では自動的に助動詞wouldを使う、従ってその後にくる動詞は原形となる。
(c)　何らかの理由でまったく時間に余裕がない状況なので、手紙は書けないのである。つまり仮定していることは起こりえないのである。

★　If I were a bird, I would fly around the world.

if節に使う動詞がbe動詞の場合､主語の人称に左右されずにwereを使うのが正しいとされている。（ただし､会話ではその限りではない。）

この仮定法はさらにアドヴァイスをするときによく使われるパターンである。TOEICにもよく出る。

★　If I were you, I would tell everything to your father.

　　（もし私があなただったら､お父さんにすべて話すけどネ）
３つ目の列は、過去について仮定する。過去について仮定するということは「過去の起こらなかったこと」を仮定するということである。if節に使う動詞の形とresult節で使う動詞の形が決まっているのでしっかりパターンを学習すること。if節は「過去完了形」の動詞を使い、result節ではwould have＋動詞の過去完了形を使う。

(d)　実際には時間に余裕がなかった。それが事実である。この事実に対して仮定するということは「過去に起こらなかったこと」を仮定するということである。

イラストにある３つの例文はそれぞれ状況が違うことを考慮して読んでほしい。

· 彼女が気づけば電話を切る。

●　あまりにも話に夢中で気づくことはありえない。

●　電話がかからなかったことを仮定している。

以上の３つのパターンを確実に自分のものにするために、練習問題を解いてみよう。練習を通じて疑問点が解消されることが多い。意味をよく考えよう。現在のことを言っているのか､過去のことを仮定しているのか。起こりうることなのか､起こりえないことなのか。そしてそれぞれの状況にある動詞の形は何が適切なのか。チェックしながら練習問題をやろう。

それぞれのパターンについてさらに例文が配布プリントの
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にあげられている。
